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Abstract
Waseda University Egyptian Expedition has been excavating at Northwest Saqqara since 1991. The site is 

located on a prominent rocky outcropping in the desert approximately 1.5 km to the northwest of the Serapeum. 
Excavations at the summit of the outcropping had revealed a mud-brick structure built by Amenhotep II and 
Thutmose IV respectively, a monument of Prince Khaemwaset, the fourth son of Ramessess II, and the tomb chapel 
of Isisnofret, probably a daughter of Prince Khaemwaset. Since the 2014 season, we have continued excavation and 
conservation at the site, focusing on the areas on the summit of the outcropping previously unexcavated or needs to 
be reinvestigated. 

In this season, our work has concentrated on the three areas within the monument of Khaemwaset: the area 
at the northern part of the portico, the area to the north and south of the inner chamber, and the area to the west 
of the inner chamber. In the course of our excavation in the area at the northern part of the portico, we have found 
an unfinished pit with 1.8 m in length, 1.6 m in width and 1.4 m in depth. Beside the pit, we uncovered a faience 
shabti. The faience shabti does not seem to have been a part of funerary assemblage, since we didn’t find any 
funerary objects or tombs around the monument, but may have been dedicated to the monument of Khaemwaset for 
ritual purpose. As a result of our excavation in this season, we could understand how the original ground had been 
modified for the construction of the monument of Khaemwaset.
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1．はじめに

　早稲田大学古代エジプト調査隊は、1991 年よりエジプト、アブ・シール南丘陵遺跡にて発掘調査および

保存修復作業を継続してきた（図 1, 2）。丘陵頂部では、これまでに新王国時代第 18 王朝中期のアメンヘテ

プ 2 世とトトメス 4 世に関連する日乾レンガ遺構、第 19 王朝のラメセス 2 世の第 4 王子、カエムワセトの

石造建造物、その娘とみられるイシスネフェルトのトゥーム・チャペルと埋葬室が発見された。第 23 次調

査より、カエムワセトの石造建造物、イシスネフェルトのトゥーム・チャペルとその周辺における人間活動

や遺構の構造、建築技法を更に理解するために、丘陵頂部の未発掘区域の発掘調査および既掘区域の再調査

を行なっており（吉村他 2016a, 2016b）、今次調査においても同様の目的で調査を行った。

　調査の期間は、2016 年 8 月 8 日から 30 日で、カエムワセトの石造建造物においてトレンチ発掘を実施し

た 1)。1 つ目は、ポルティコの北半（トレンチ M）、2 つ目は奥室の北側（トレンチ B）および南側（トレン

チ N）、3 つ目は奥室の西側の 2 か所（トレンチ F、トレンチ O）である（図 3）2)。また、これらの発掘調

査と同時にイシスネフェルトの埋葬室において石棺の記録作業も行った。

2．発掘調査

　第 23 次調査においてカエムワセトの石造建造物の南側の発掘調査を行った際に、地山と盛土、中込の状

態を再度確認する必要が認識されたことから、第 24 次調査に引き続き、今期の第 25 次調査でもカエムワセ

トの石造建造物の精査を（1）ポルティコの北半、（2）奥室の北側および南側、（3）奥室の西側の 3 か所で行っ

た（図 3）。

（1）ポルティコ北半

　カエムワセトの石造建造物の正面にあたるポルティコの北半では、これまでの発掘調査によって、柱礎石、

床石がすべて失われており、また床下の地業の粗砂の中に石灰岩ブロック（以後、「床下石材」と呼称）が

据えられていることが明らかとなった。床下石材は、ポルティコの軸線に沿って据えられていること、ポル

ティコの石材と類似した「増水期 3 月 19 日」と記されたヒエラティック・インスクリプションがあること

などから、ポルティコの建造に伴って据えられたと考えられている。ただし、ポルティコの石材と異なり、

モルタルなどが用いられていない点や構造的な役割も不明で、また全面に据えられていないことなどから、

ポルティコ建造の計画に組み込まれていた可能性は低いと考えられている（早稲田大学エジプト学研究所編 

2006: 30-31, Fig.II-2-20）。このように床下石材の性格については、不明な点が残されていたことから、今期

調査において、ポルティコ北半に 4.5m×5.5m のトレンチ M を設定し（図 3）、床下石材の周囲の発掘調査を

実施した。なお、これまでの発掘調査では、床下石材の上面でまでの発掘が行われており、今期調査では、

床下石材が据えられている地山までの発掘調査を行った。

　発掘調査の結果、床下石材の設置状況が明らかとなり、また石材に記されたインスクリプション（図 4.6）

が発見されるなど、新たなデータを得ることができた。今後、これらのデータを踏まえながら、床下石材の

性格について考察を重ねていきたいと考えている。

　また、L 字状に据えられた床下石材の内側から、未完成のピットが発見された（写真 1）。ピット内部に

は、後世に堆積したと考えられる黄色砂礫層が堆積しており、カエムワセトの石造建造物に由来する石灰岩

製レリーフ片が発見された（図 4.1-5, 写真 2）。また、ピットの脇からは、ファイアンス製のシャブティ（図

5.1, 写真 3）が発見された。ファイアンス製シャブティは装飾の特徴から第 19 王朝に年代づけられる。通

常、シャブティは墓の副葬品として納められることが多いが、神殿などの建造物などに奉納される場合もあ

る（Pumpenmeier 1998）。これまで石造建造物周辺では埋葬に関する遺物は発見されていないため、このシャ
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図 1　アブ・シール～サッカラ地図
Fig.1  Map of Abusir-Saqqara area
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図 2　アブ・シール南丘陵遺跡地図
Fig.2  Map of the site
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図 3　カエムワセトの石造建造物内の発掘区
Fig.3  The excavation area at the monument of Khaemwaset

写真 1　ポルティコ北半の未完成のピット、
発掘調査終了後（北より）

Pl.1  An unfinished pit at the northern part of portico 
after excavation, looking from north
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写真 2　カエムワセトの石造建造物に由来する
石灰岩製レリーフ片

Pl.2  A limestone relief block fragment 
originated from the monument of Khaemwaset

写真 3　未完成のピット脇から発見された
ファイアンス製シャブティと土器片

Pl.3  A faience shabti and fragment of pottery vessel 
found beside an unfinished pit
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ブティはおそらくカエムワセトの石造建造物に奉献されたものであると推測される。

　ピットは、楕円形に近い長さ約 1.8m、幅約 1.6m、深さ約 1.4m であり、未完成で完了している。掘りかけ

のピット、もしくは盗掘活動に伴って掘られたピットなどの可能性が考えられる。

（2）奥室北側および南側

　これまでの調査において、カエムワセトの石造建造物の精査を行い、有益なデータが得られている（吉

村他 2003, 2016a, 2016b）。今期調査でもこれまでの成果を踏まえ、カエムワセト石造建造物の地山と盛

土、中込の状態を再度確認するために、奥室北側および南側にそれぞれトレンチ B（2m×17m）、トレンチ N

（2m×9m）を設定し（図 3）、発掘調査を行った。

　発掘調査の結果、奥室北側（トレンチ B）では（写真 4 左）、これまで地山層と判断していた層から第 18

王朝に年代づけられる土器片（図 5.2）、緑青が付着したフリント石（写真 5）3)、骨片（写真 6）などが出

土した。これにより、石造建造物建造以前の地形の状況について明らかにすることができた。また、北側内

壁と奥室の間の盛土のトレンチ発掘も行い（写真 4 右）、盛土に関するデータを得ることができた。

　奥室北側（トレンチ N）でも、発掘調査の結果、これまで地山と考えられていた部分が盛土である可能性

が指摘された（写真 7）。なお、トレンチ内からはヒエラティックが記された石灰岩ブロック片が発見され

た（図 4.7）

　このように今期の発掘調査によって、古代の地形や地形改変に関する有益なデータを得ることができた。

写真 4　カエムワセトの石造建造物奥室北側、発掘調査終了後（北より）
Pl.4  The excavation area to the north of the inner chamber of the monument of Khaemwaset after excavation, looking from north
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写真 5　緑青が付着したフリント石
Pl.5  Flint stones which were adhered verdigris

写真 6　骨片
Pl.6  Bone

写真 7　カエムワセトの石造建造物奥室南側、発掘調査終了後（南より）
Pl.7  The area to the south of the inner chamber of the monument of Khaemwaset after excavation, looking from south

（3）奥室西側

　カエムワセトの石造建造物の奥室西側においても、地山や盛土の状況を確認するために 1.8m×5m のトレ

ンチ F、4m×5m のトレンチ O を設定し（図 3）、発掘調査を実施した。

　発掘調査の結果、同じく古代の地形やカエムワセト石造建造物造営の際の地形改変に関する有益なデータ

を得ることができた（写真 8）。
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写真 8　カエムワセトの石造建造物奥室西側、発掘調査終了後（南より）
Pl.8  The area behind the inner chamber of the monument of Khaemwaset after excavation, looking from south

3．主要出土遺物

（1）石灰岩製レリーフ片

　ポルティコ北半から出土した石灰岩製レリーフ片は 5 点で、いずれもカエムワセトの石造建造物の壁面を

装飾していたものである。図 4.1 は、「神々の行列」の下のブロック・ボーダーで、奥室の前の前室の壁面

装飾の下部を構成するものである（早稲田大学エジプト学研究所編 2001: 188-198）。わずかに人物の足が認

められるが、向かい合っている様子が示されており、北壁の一部か南壁の一部かは現在のところ不明であ

る。図 4.2 も同じく「神々の行列」一部とみられる。右側に神と思われる人物像があり左側を向いている。

中央にある垂直線はおそらく人物像が右手で掴んでいるウアス杖の一部と思われる。その前にはヒエログリ

フで、D, mA, Hr のサイン記されているが意味は不明である。最後に xAst のサインがあるため、外国の地名の

可能性が高い。人物像が左側を向いているといことは、奥室が左側に位置することになり、このレリーフ片

は北壁の一部を構成していたものであることがわかる。図 4.3 は、垂直の銘文帯で構成される碑文の一部で、

おそらく「定礎埋納儀礼」（あるいは「地鎮祭」（Foundation Ritual））の碑文の一部と推測される。「定礎埋

納儀礼」の碑文は、すでに過去の調査で出土しており、ポルティコ由来と考えられている（早稲田大学エジ

プト学研究所編 2001: 186-187,  292）。図 4.4 は、図 4.2 のレリーフ片と同様に左側を向く神と思われる人物

像を示したものである。このレリーフ片も、北壁の一部を構成したものと考えられる。図 4.5 は、右側にカ

エムワセトが身に纏っていた、プタハ大司祭の典型的な腰布の一部があり、カエムワセトの像の一部と考え

られる。垂直線の左側には人物の肩と肘と思われる図像の一部が認められる。これらは、いずれもカエムワ

セトの石造建造物の壁面装飾を構成していたものであり、これまでに出土したレリーフ片と合わせて場面の

復原を試み、改めて報告する。
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図 4　主要出土遺物（1）
Fig.4  Major finds (1)
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図 5　主要出土遺物（2）
Fig.5  Major finds (2)

（2）ヒエラティック・インスクリプション

　ポルティコ北半に据えられた床下石材から、新たにインスクリプションが発見された（図 4.6）。赤色と黒

色の 2 種類で書かれており、黒色が赤色の上に書かれていることから、黒色が新しく書かれたと考えられる。

黒色のインスクリプションは、壺のマークと直線で構成されており、直線に沿って石材が割られていること

から、石材を割る際のガイドラインとして引かれたと考えられる。壺のマークは、当該遺跡の過去の報告書

で qrHt マークとも呼称されている（早稲田大学エジプト学研究所編 2001: 307, 309）。ヒエログリフの W-23

の形状をしている。

　もう一つのインスクリプションは、Abd 2 Axt sw 6 wnmy Nxt-mnw「アケト（増水期）の第 2 月 6 日、右班、

ナクトミン」と判読でき（図 4.7）、これはこれまでも出土したカエムワセトの石造建造物の建設労働者に関

する記録と考えられる（早稲田大学エジプト学研究所編 2001: 295-305; 2006: 239-259）。

（3）ファイアンス製シャブティ

　今回の調査で初めてカエムワセトの石造建造物内からファイアンス製のシャブティが出土した（図 5.1）。

アブ・シール南丘陵頂部の発掘においても初めてのことである。寸法は、高さ 10.9cm、幅 4.7cm、厚さ 3.3cm

で、ファイアンスは緑色の釉薬を基調とし、黒色で装飾と銘文が描かれている。シャブティは、新王国時代

のシャブティに一般的な三裂鬘で、ストライプ状に装飾されている。背中の鬘の下には籠が描かれている。
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これらの装飾の特徴から、第 19 王朝に年代づけられる（Schneider 1977）。銘文は、次のように読める。sHD 

wsir sS pr-HD n Nb TAwy PtH-m-? Dd.f i. Sbty ipn ir ip.tw ir「オシリス、二国の主の宝庫の書記、プタハエム？を

照らすこと。彼は言う、『おお、シャブティよ。もしオシリス［二国の］宝庫の書記［プタハエム？］が・・・

割り当てられたら・・・』。称号と名前は、「二国の主の宝庫の書記、プタハエム？」とあり、正確な名前は

不明であるが、「二国の主の宝庫」とは、王の財務に関わる書記であり、中流の役人とみられる。装飾の特

徴から第 19 王朝に年代づけられるため、カエムワセトと同時代の人物とするとラメセス 2 世の治世の人物

と推定される。シャブティの存在は、付近に同人物の墓の存在が想定されるが、このような称号と名前を持

つ人物の墓は今のところ確認されていない。埋葬以外には、シャブティが奉納品として出土している類例も

あることから（Pumpenmeier 1998）、このシャブティもカエムワセトの石造建造物に埋納されたものである

可能性が推測される。

（4）土器 4)

　今期調査では、主に石造建造物から土器が出土した。石造建造物北側の赤褐色粗砂礫層からは、アンフォ

ラの底部が出土している（図 5.2）。アンフォラの類例は、アブ ･ シール南丘陵遺跡の西側斜面（吉村他 

2007: Fig.22.3）やチャヌニ墓（Brack and Brack 1977: Taf.63.nos.2/28, 29）などにあり、新王国時代第 18 王朝

中期に年代付けられる。

　石造建造物の内壁盛土の発掘では、上層の赤褐色粗砂礫層から器台が出土した（図 5.3）。類似した器台は、

これまでの石造建造物における発掘調査でも出土している（早稲田大学エジプト学研究所編 2001: Fig.VI-2-

2.40; 吉村他 2003: Fig.12.1）。特に赤色花崗岩製の偽扉の背後（西側）から、ミニチュア土器や石製品など

とともに集中して出土したことから、鎮壇具の一部と考えられている（吉村他 2003: 13, 19）。こうした点か

ら、器台が出土した層は、偽扉周辺の盗掘の際の排土の可能性が考えられる。

　石造建造物のポルティコにおける発掘調査では、シャブティの脇から、壷形土器が出土した（図 5.4）。た

だし、これらは撹乱層から出土しており、両者の関係は不明である。アブ ･ シール南丘陵遺跡（早稲田大学

エジプト学研究所編 2001: Fig.VI-2-7.9; Fig.IV-4-17.11）やエレファンティネ（Aston 1999: Pl.20.nos.584, 585）

などの類例から、第 3 中間期から末期王朝時代に年代付けられる。

4．イシスネフェルトの石棺の調査

　イシスネフェルトの石棺は、埋葬室の南西隅の掘り込み内に位置しており、これまで西面と南面の観察、

記録、保存修復ができない状態であった。これを改善すべく、第 23 次調査および第 24 次調査において、石

棺を埋葬室中央に移動する作業を行った（苅谷他 2016）。

　第 24 次調査で移動が完了したことを受けて、今期調査ではこれまで見えていなかった西面と南面の観

察および記録作業を行った。記録に際しては、透明フィルムを用いてのトレースと SfM（Structure from 

Motion）技術を用いた 3 次元モデルの作成を行った 5)。

5 まとめ

　今期調査では、カエムワセトの石造建造物の構造や建築に関するデータを得る目的で、トレンチを設定し、

発掘調査を実施した。発掘調査の結果、古代の地形や地形改変に関する有益なデータを得ることができた。

今後、これらのデータを含め、カエムワセトの石造建造物の建造に関する考察を重ねていきたいと考えてい

る。また、カエムワセトの石造建造物に奉納されたと考えられるファイアンス製シャブティも発見され、石

造建造物における活動の一端を新たに明らかにすることができた。また、イシスネフェルトの石棺について
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も、これまで見ることのできなかった西面と南面の観察、記録を行うことができ、有益なデータを得ること

ができた。
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註

 1) 調査の参加者は以下の通りである。考古班：吉村作治、近藤二郎、高宮いづみ、河合　望、高橋寿光、米山由夏、石

崎野々花、建築班：柏木裕之、測量・探査班：三井　猛、梅田由子、現地渉外：吉村龍人、ムハンマド・アシュリー。

 2) トレンチの名称について、トレンチ B、トレンチ F については、第 10 次調査におけるカエムワセト石造建造物のト

レンチ発掘と同じ場所であるため、そのまま名称を用いた（吉村他 2003: Fig.4, Table 1）。また、トレンチ M、N、O

については、新しく名称を付した。

 3) フリント石に付着した緑青を観察したところ、こすれたような痕が見られた。また、約 5cm の小型のフリント石から

約 20cm の大型のフリント石まで緑青が観察された。こうした点から、これらは青銅製のノミを打ち付ける側のハン

マーとして使用されたのではなく、地山に溝などを掘削する際に、ノミが打ち付けられ、こすれた結果、緑青が付着

したと判断された。

 4) 土器の胎土に関しては 10 倍のルーペによる観察を行い、エジプトの胎土分類システムのウィーン ･ システムを参照

し、記述を行った（Nordström and Bourriau 1993; Bourriau et al. 2000: 130-132）。胎土の色調に関しては、マンセルの

カラーチャートを用いて記述を行った。土器の器形分類に関しては、最大径と高さの関係などの数値に基づいた器形

分類を参考に、エジプトの土器研究で一般的に用いられている英語名称を日本語に訳し、名称を付した（Aston 1998: 

41-51）。

 5) SfM（Structure from Motion）技術を用いた 3 次元モデルの作成は、（有）三井考測の三井　猛、梅田由子によって行

われた。
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